
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度 事 業 報 告 書

盤趣堕塾1匿動しL_』杢笙L憂生2豊ど塑國屋

1 事業の成果

令和 2年度は、コロナ禍で人的交流が制限される中、ホームページや SNSを通じてヘルプマークに関

する正しい知識、外見からは分からない不自由に関する情報について啓発 0広報する活動を行った。そ

の結果、一般の人々の間で認知度、問題意識が更に高まり、ヘルプマーク携帯者からは生活の中で周囲

から配慮をしてもらえたという声が寄せられた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 41 】千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0  】千円)

事業内容 日口寺 場 所
従事者
人数

党盃
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

ヘルプマー ク
を必要 とす る
人々への支援
事業

ヘルプマークの受取場所

など、各種問合せ
~lこ

対
‐
:る

情報提供
随時 事務所 5人

必要者

一般市民
100人 0

紙媒体、電子
媒体による広
報事業

ホームページや SNSな
どによる広報事業

随時 事務所 2人
必要者

一般市民
1000人 41

ヘルプマーク
普及啓発団体
等に対するサ
ー ビス提供事
業

ヘルプマーク普及啓発団
体等に対す る相談窓日の

開設
通年 事務所 2人

必要者

一般市民
30人 0

事業内容 同時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

物品販売事業

広告掲載事業

~定
歌に記載
された
事業名

~て
歌に記載
された
事業名



書式第 14号 (法第 28条関係 )

令和 2年度 活動計算書 (そ の他事業が上登場合)

事 業 報 告 用

プマーク普

利活動に係
科 日
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役員報酬
退職給付費用

福利厚生費

41,5921

17,592
24.000

41:ib92

減価償却費
印刷製本費
広告宣伝費

会議費
旅費交通費
施設等評価費用
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・
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福利厚生費

水道光熱費
通信運搬費

1地代家賃
旅費交通費
減価償却費
支払手数料
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和2年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本ヘルプマーク普及啓発協会

ユ
金 __盤

|1現金預金

未収金

棚卸資産

什器備品

ソフトウェア

借地権

敷金

長期貸付金

繰延資産 (設立費)

【A】 資 産 合 計 ①+②

3,5 860
0

0

二華二■卿駐翠
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0

0
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0

0

53,860

0

0

長期借入金

退職給付引当金
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【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 53,860
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重要な会計方針

計算書類の作成は、

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

3.施 設の提供等の物的サー ビスの受入の内訳

令和2年度 計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利 日本ヘルプマーク普及啓発協会

によつています。

事業部門計る人々′、の支援科 目
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I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(!)人件費

給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費
人件費計

(2)そ の他経費

会議費
旅費交通費

減価償却費

印刷製本費
広告宣伝費

諸会費
消耗品費
支払手数料
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

__________」 :!|:」 ::::方 :ilと _____________________内 容



4 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。

当法人の正味財産は ▲ 250,444 円ですが、その うち 0 円は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約 されていない正味財産は ▲ 250,444 円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者 との取引は以下の通 りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の抜分方法
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備 考期末残高
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期末取得価徹
~驀

斗目

ｎ
Ｖ

Ａ
Ｕ

ｎ
ｖ
　

　

　

ｎ
Ｖ

ｎ
Ｖ

Ａ
Ｕ

ｎ
Ｖ

Ａ
υ

ｎ
ｖ
　

　

　

ｎ
Ｖ

ｎ
Ｖ

＾
υ

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

合計

内、役員と
の取引

内、近親者

及び支配法
人ルσ)F支 弓|

304,304

活動計算書計

(貸借対照表)

長期借入金
(借入先

科 目 計上 された

304,304

その他の事業に係 る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和2年度 財産目録

事 業 報 告 用

日本ヘルプマーク書及啓発協会

1位 :円

手元現金
みずほ銀行普通預金

53,860

未収金

ソ フ ェ ア

【A】 資 産 合 計 ①+②
53,

未払金
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【B-1】 負 債 合 計 ③+④
▲ 304,

▲ 250,
【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 2度年間役員名簿 Jl:篇鷹だぢF盤 騒lξttξ琳編f馨識電喬
所並

生進塁E塑1理塾二△L_E墜£墾ユコ生
=コ

壁塑型壁國区_

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

W]以

′各
下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どち%かにO

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該 当者のみに記入)

氏   名

1

⌒

κ理ノ・監事

ツチヤ フ ミコ

土屋 文子

ヤマカ アケミ

山加 朱美

和2年  4月  1日

和3年 3月  31日

年 月

月

日

日年

⌒

理ヽノ・監事
タマキ テツロウ 令和2年

令和3年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日
玉置 哲朗

⌒

Q壁フ・監事
-?vy l7-"+ 令和2年

令和3年

4月  1日

3月  31日

年 月

月

日

日年
松田 康将

４

＾

⌒

、理フ・監事
コバヤシ モ トコ 令和2年

令和3年

4月  1日

3月  31日

年   月 日

日年 月
小林 元子

⌒

t菫ヲ。監事
タニザワ マサシ 和2年  4月  1日

3月 31日
谷澤 政司

年   月 日

日年 月

′
０

⌒

Ψワ 監事

ナカザワ カオリ 年 4月 1日

和3年  3月  31日
横澤 香

年  月  日

年   月   日

⌒

、壁ヲ・監事
ヤマダ ミツコ 4月  1日

3月  31日
山田 光子

年 月

月

日

年 日

⌒

理事還ヽ:ヲ

ナカクラ シゲオ 和2年  4月  1日

3月  31日
仲倉 重郎

年 月

月

日

日年

Ｏ

υ
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理事t:菫ヲ
A =+f, -"+/\)V 4月  1日

横澤 正晴 和3年  3月  31日

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 3年4月 1日 現在

特定非営利活動法人日本ヘルプマーク普及啓発協会

住 所 又 は 居 所氏   名

土屋文子 (山加朱美)

玉置哲朗９
“

ｎ
６ 松田康将

榊原靖夫4

小林元子Ｆ
Э

´
０ **<+l-

７

・ 山田光子

横澤香8

Ｑ
） 土屋貴明

10 小泉員理子

11

12


